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ゆうゆう村理念 
1. 私たちは、あたたかい心を育み、誠意と愛情をもって皆様にお応えしたいと思っています。 

2. 私たちは、皆様の喜びを共の喜びとし、一緒に歩んで行きたいと思っています。 

3. 私たちは、郷土に愛される施設をめざし、地域の方々とのより広く強い連携を持ちたいと願っています。 

4. 私たちは、知識の習得と、技術の向上に努めます。 
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老人保健施設ゆうゆう村 

〇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て 

ゆ
う
ゆ
う
村
で
は
、
療
養
者
の
皆
様
に
、
よ
り
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
頂

く
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
率
直

な
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

二
月
末
ま
で
に
「
み
な
さ
ま
の
声
」
の
箱
に
投
函
ま
た
は
職
員
ま
で
お
渡

し
く
だ
さ
い
。 

 

〇
リ
ハ
ビ
リ
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
） 

 
 

要
介
護
者
の
方
を
対
象
に
、
リ
ハ
ビ
リ
の
進
捗
、
今
後
の
目
標
等
を
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
く
為
に
リ
ハ
ビ
リ
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

開
催
頻
度
は
、
利
用
開
始
六
ヶ
月
以
内
の
方
は
毎
月
一
回
、
六
ヶ
月
超
え

の
方
は
三
ヶ
月
に
一
回
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
日
に
当
施
設
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
日
程
等
は
今
後
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
職
員
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

な
お
、
リ
ハ
ビ
リ
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
加
算
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

加
算
料
金
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

☆
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算 

開
始
日
よ
り
六
ヶ
月
以
内 

五
六
〇
円
（
月
額
） 

開
始
日
よ
り
六
ヶ
月
超
え 

二
四
〇
円
（
月
額
） 

 

ま
た
医
師
が
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を

得
た
場
合
、
右
記
の
料
金
に
二
七
〇
円
（
月
額
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。 
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三
日
（
火
）
衆
議
院
議
員
選
挙 

不
在
者
投
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六
日
（
金
）
お
食
事
会
＆
ブ
リ
の
解
体
シ
ョ
ー

 
 

 
 

 

  
 

九
日
（
月
）
散
髪
（
理
容
西
林
） 

 

一
六
日
（
月
）
散
髪
（
ヘ
ア
ー
ズ
オ
オ
ツ
キ
） 

 

一
八
日
（
水
）
誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

豆
ま
き
や
み
ん
な
で
歌
を
歌
い
ま
す
♫ 

・
海
鮮
丼
（
鰤
・
サ
ー
モ
ン
・
え
び
） 

 

・
ゆ
ず
あ
え 

・
具
だ
く
さ
ん
汁 

 

・
キ
ャ
ラ
メ
ル
ケ
ー
キ 

1 月誕生日会 
1 月 28 日（水） 

ゆうゆう村に獅子舞が登場！利用者の

無病息災を祈念して、みなさんの頭を

パクリ♪ 

 また「雪」をみんなで歌いました！ 

やめてちょーだい！ 

各階の飾り付け 

玄関先の梅 1 月 30 日撮影 



  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

２月の壁画「春がもうすぐ」 

通所リハビリ 

 

「福笑い」どんな出来栄えになったかな？ 

 

 

感染性胃腸炎（ノロウイルス感染症）に注意 

 
リハビリ機器を使って筋力アップ 

ノロウイルスとは… 

 ウイルスの中でも、小型の球形ウイルスで、人の体内のみで増殖します。感染力が強く、少

量のウイルス量でも感染します。 

初冬から春先を中心に多く発症しており、毎年、食中毒の原因物質の上位に入っています。 

症状 

・吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱が

２～３日続く。感染しても症状の出

ない場合や、軽い風邪症状のことも

あります。 

・高齢者は、嘔吐物を吸い込むことに

よる肺炎や窒息にも注意が必要 

・感染から発症まで 24～ 48 時間 

感染経路 

・感染した人の便や嘔吐物に触れた手指を介して 

ウイルスが口に入った場合 

・便や嘔吐物が乾燥して、細かな塵と舞い上がり、その塵と一

緒にウイルスを吸い込んだ場合 

・感染した人が十分に手を洗わずに調理した食品を食べた場合 

・汚染された二枚貝を生あるいは十分に加熱調理しないで食べ

た場合 

 

 

☆持ち込まない…下痢や嘔吐等の症状がある方は食品を直接取り扱う作業はしない 

☆つ け な い …食事の前やトイレの後など手洗いは念入りに 2 度洗い 

☆ひ ろ げ な い…こまめに清掃、消毒 

患者のふん便や吐物を適切に処理し、感染を広げない 

☆や っ つ け る…中心部までしっかり加熱！目安は８５℃～９０℃で 90 秒以上 

        調理器具等は洗剤で十分に洗浄してから、次亜塩素酸ナトリウムまたは、熱湯で

消毒 

 

          
 

☆吐物等の拭き取り、汚染された衣類等の片づけの際には、使い捨てのビニール手袋やマスク等を用い

て、直接触らない。 

☆吐物等の拭き取りに使用したペーパータオル等や汚染された衣類等は、衛生的に廃棄か、 

捨てられないものは塩素系漂白剤または熱湯でつけ置き洗いする。  

☆吐物のあった床等は、次亜塩素酸ナトリウムで浸すように拭き取る。 

☆嘔吐物等を処理した場合は、必ず十分な手洗いとうがいを行う。 


